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GAT（グローバル・アクション・チーム）

１．GMT：会員増強、維持を目指す（グローバル・メンバーシップ・チーム）

２．GLT：指導力の育成を目指す（グローバル・リーダーシップ・チーム）

３．GST：地域に根差した新しい奉仕活動を創出していく
（グローバル・サービス・チーム）

４．SC・FWT：奉仕と会員増強を両輪とし、女性・家族会員増強と支部設立
並びにSPC及びSPC支部設立を目指す
（ファミリー・アンド・ウーマン・チーム）

4つの組織でGAT が構成されています。
GAT は、会則地域レベルから複合地区・準地区・そして各クラブ内に至るまで新しく組織されることとなっています。
準地区のGATファシリテーターは、地区ガバナーであり、各クラブにおけるGATファシリテーターはクラブ会長です。
今後、国際協会の示すモデルクラブ組織図に沿った組織を形成しての運営が望まれています。



〈名称変更：FWT⇨SPC・FWT⇒SC・FWTへ〉

国際協会・・・スペシャルティクラブ(旧スペシャル・インタレスト・クラブ)
を以前より重視

⬇️
2017年年8月からの3年間の試験プログラム

⬇️
2020年7月1日よりスペシャルティクラブ・プログラムを
新規の会員増強プログラムとして取り入れてスタート❗️

⬇️
※今年度は新たにSPC・FWTとして

（今までの活動）＋（特別な奉仕内容や特性を中心とした
スペシャリティクラブ（ＳＰＣ）・ＳＰＣ支部結成による会員増強）に動き出す🦁



スペシャルティクラブ・プログラムは、共通の関心や情熱
を持つ会員により構成されたクラブを結成するためのも
ので、お互いがより深いつながりを持つことができます。
共通項としては、たとえば、趣味、職業、文化、共通の
奉仕分野、あるいは人生経験などが考えられます。
スペシャルティクラブの結成によって、世界各地で集った
人々が、その情熱をやり甲斐のある奉仕事業という形
にして、地域社会に直接利益をもたらすことができま
す。
スペシャルティ・ライオンズクラブへの入会は、すべての
世代にとって、共通の関心事を持つ人々と出会い、地
域に奉仕しながらリーダーシップのスキルを身につける
ことができる素晴らしい方法です。

スペシャルティクラブ・プログラム
〜奉仕への特別な呼びかけに応えよう〜



どんなクラブ?

「スペシャルティ」の一例
・特定の分野で奉仕を行う

・同じ趣味を持つ会員の集まり

・職業が同じ会員の集まり

・年齢が同じ会員の集まり

など



どう作る?

通常のクラブ、

または支部結成時に、

「スペシャルティ」と

報告するだけ!



スペシャルティクラブ/スペシャルティ支部のメリット

目的が近い人が集まりやすい

現代の地域ニーズに合致

会員が共通のテーマ、意識をもって奉仕に参加

特化することで同様の目的を持つ他クラブや世界と繋がる

国際協会も「Specialty Club Program（SCP）」を策定し推奨

FWTが進めてきた支部作りにマッチ!



<なぜに今SC・FWTによる会員増強なのか？>

♦多様化・複雑化する現代社会で 「奉仕」の実現を目指すには？

より多くの知恵や経験を集結させる必要がある！

家族会員・女性会員・支部会員・ＳＣ

☆Ａｎｓ・・多様性の確保と次世代への継承の促進のため



<SC・FWT活動の意義とは>

♦変化の激しいこれからを前提とした場合

「奉仕」＝● 「インパクトの高い奉仕」＝∞
※ライオンズ活動の軸となる「奉仕」を固定的に捉えることは必ずしも得策ではない。
インパクトの高い奉仕の創造における、過去の経験に捉われないタイムリーな奉仕活動が大切

環境の変化に応じて対応していける、太くて柔軟な軸を持つことが必要。

家族会員・女性会員・支部会員・SC・ＳＣ支部

Ａｎｓ・・・多様性のある会員増強による「奉仕の実現」



A地区 B地区 C地区 D地区 E地区

総会員数

５月末日現在 ４５９０ ２２８４ ３１８４ ２１８７ １７２１

期首 ４５２３ ２２７３ ３２３１ ２０８６ １７２７

期首からの増減 ６７ １１ －４７ １０１ －６

女性会員数

５月末日現在 １１８５ １２５ ９６５ ４０４ ３２７

期首 １１８３ １２０ ９８８ ３５７ ３３２

期首からの増減 ２ ５ －２３ ４７ －５

家族会員数

５月末日現在 ７７１ ３００ ９４３ ２２７ ２５７

期首 ８００ ３１８ ９８０ １９５ ２５１

期首からの増減 －２９ －１８ －３７ ３２ ６

支部・クラブ結成数

支部結成数（SPC支部含む） ３ ２ １ １ ０

クラブ結成数 １ ０ ０ １ ０

【５月末日会員増強報告】



【２０２２－２０２３年度ＳＣ・ＦＷＴ活動方針】

♦会員増強目標

・１スペシャルティクラブ設立目標

・２支部（スペシャルティ支部含む）

・女性会員４０名/家族会員６０名

合計100名純増目標

※各クラブ：女性会員２名増/家族会員２名増を目標とする。



♦奉仕の提案（地区取り組み項目）
①ヘアドネーション活動→前年度同様クラブで取りまとめ、各クラブよりつな髪さんへ送付。

送付本数のみをキャビネットへ報告。
※ヘアドネーション及びキャビネット報告要領はＤ地区ホームページ参照

②タンスに眠る外貨の収集活動→Ｄ地区は紙幣のみとし、クラブで取りまとめキャビネットへ送付。

➂子どもの未来古本募金活動→前年度同様クラブで取りまとめ、クラブより送付。
※送付先・送付内容等の要領はＤ地区ホームページ参照

④災害支援・人道支援活動→１人１ドル相当のドネーションをクラブで取りまとめ、キャビネットへ送付。
※ウクライナ、トンガ、東北地震・・など支援先をタグ付けし、一般財団法人日本ライオンズへ送付。
但し、クラブからの指定がない場合は支援先は状況に応じて委員長判断とさせていただきます。

⑤小児がん支援活動（ウイッグドネーション）→１人１ドル相当のドネーションをクラブで取りまとめ、
キャビネットへ送付。

※ヘアードネーション活動で集まった分で作成可能な数のウイッグを作成し、
小児がんで入院している子どもたちへ贈呈



問い合わせや資料等用意、希望が
あればクラブ例会訪問での説明等
の準備は万全にしております。

是非、クラブにおける会員増強への取り組みに
ＳＣ・ＦＷＴ活動をご利用下さい。



Fin

本日はありがとうございました


